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安全未来特定認定再生医療等委員会議事録要旨 

第 310 回 第４部 

2026 年 7 月 23 日 

 

安全未来特定認定再生医療等委員会は、提出された再生医療計画について、その調査・審議・

判定を行ったので、その議事録要旨を作成する。 

 
【議題】  

医療法人社団躍心会 神田須田町皮膚科  

定期報告「自己脂肪由来幹細胞を用いた慢性疼痛の治療」 

      （申請者：管理者   大澤 研子）    

 

【日時場所】 

日  時：2026 年 7 月 21 日（火曜日）第 4 部 19：00～19：30 

開催場所：東京都渋谷区渋谷 2-22-3 渋谷東口ビル 

 

第１ 審議対象及び審議出席者 

１ 出席者 

出 席 者：委員については後記参照 

陪 席 者：（事務局）坂口 雄治、坂口 千恵、奥野 礼子 

２ 技術専門員   大岩 彩乃 先生（Zoom にて参加） 

                  東京慈恵会医科大学 麻酔科学講座 講師 

３ 配付資料 

  資料受領日時  2026 年 6 月 18 日 

（本審査資料） 

・再生医療等提供状況定期報告書（様式第三） 

・定期報告フォーム 

・年間 教育・研修記録文書 

（事前配布資料） 

・再生医療等提供状況定期報告書（様式第三） 

・定期報告フォーム 

・年間 教育・研修記録文書 

（会議資料） 

・再生医療等提供状況定期報告書（様式第三） 

・定期報告フォーム 
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・年間 教育・研修記録文書 

 

第２ 審議進行の確認 

１ 特定認定再生医療等委員会（１，２種）の出席者による成立要件充足 
以下の１～８の構成要件における 2,4,5or6,8 が各 1 名以
上出席し、計５名以上であることが成立要件 

氏名 性別（各２
名以上） 

 

申 請 者 と
利 害 関 係
無 が 過 半
数 

設 置 者 と
利 害 関 係
無 が ２ 名
以上 

１ 分子生物学、細胞生物学、遺伝学、臨床薬理学又は病
理学の専門家 

    

２ 再生医療等について十分な科学的知見及び医療上の
識見を有する者 

寺尾 友宏 男 無 無 

３ 臨床医 高橋 春男 
平田 晶子 

男 
女 

無 
無 

無 
無 

４ 細胞培養加工に関する識見を有する者 角田 卓也 男 無 無 

５ 医学又は医療分野における人権の尊重に関して理解
のある法律に関する専門家 

    

６ 生命倫理に関する識見を有する者 俵積田 ゆかり 女 無 無 

７ 生物統計その他の臨床研究に関する識見を有する者     

８ 第１号から前号以外の一般の立場の者 中村 弥生 女 無 無 

＊平田委員は、Zoom にて参加 

事務局の坂口雄治が今回の審査の前に、開催基準に関して要件を読み上げ、「本再生医療等 

提供計画に関する役務の提供の関係による除外条件」も含めて、すべての条件を満たしている 

ことを各委員に宣言した。 

 

第３ 審議 

１  質疑 

計画の科学的妥当性の評価方法の適切性及び当該評価の結果について検討を行ったほか、つぎ

のような質疑応答があった。 

 

角田 ３例６件です 

大岩 皮膚科の線維筋痛症の先生がされていて、スコアについても専門的なスコア

をとってフォローしていただいていると思います。ただ、詳細から自覚症状

の臨床的な内容を汲み取ることが難しいと思います。“症状が変わらない”と

か“症状があって”という“症状”が何を示しているのかがわかりづらく、おそ

らく全身痛ということだとは思いますが、今後は詳細の部分を充足させてご

報告いただきたいと思います。 

また、スコアはカルテの転記をスタッフさんがされているのかとは思います

が、“スコアは改善”と書いてあっても、線維筋痛症はわかりにくい疾患では

あるので、次回から具体的な症状についてもう少しわかりやすく提示してい
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ただくようお願いします 

角田 教育・研修は大丈夫のようです。線維筋痛症に特化しているんですね。大岩

先生はご存知ですか 

大岩 院⾧先生は線維筋痛症学会の評議員をされています 

 

２  判断 

 審査の結果、報告内容が再生医療等の安全性の確保等に関する法律に適合しており、当該再生 

医療提供計画の継続に問題はないと全員一致で認められた。  

 ただし、次回以降は詳細を丁寧にわかりやすく記載することを要請するものとする。 

   

第４ 審議結果  

定期報告は適切である。  

以上 


